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1-(3) 子どもの安全確保に向けて                 

～岐阜市版「子ども１１０番の家」ステッカーを製作～                                
 

１．「オール岐阜」での子どもの安全確保                          

・大津市の事故（5/8）や、川崎市の事件（5/28）以降も、 

各地で、子どもたちが被害者となる痛ましい事故や事件が後を絶たない 

・本市も、子どもたちの安全確保を最優先に考え、様々な対策を講じている 

・しかし、子どもたちの安全は、関係者の努力やハード対策のみで守れるものではない 

・市民の皆様の協力の下、「オール岐阜」で取り組んでいくことが必要 

→ 今般、その一環として、独自に岐阜市版「こども１１０番の家」ステッカーを製作 

 

２．「子ども１１０番の家」制度の現状                         

・「子ども１１０番の家」は、 

子どもたちが身の危険を感じたときなどの緊急避難先として、 

地域の方のご協力を得て設置  

・本市では、約２，８００件の民家や店舗、事業所等にご登録いただき、 

岐阜県下で統一された表示プレートを掲示していただいている 

・登録件数は、近年、ほぼ横ばいで推移 

 

 

３．今回の取り組みの意図等                        

・現在、登録件数の約８割が店舗や事業所等であり、 

登録件数を増やしていくにあたっては、一般のご家庭の協力が不可欠 

・掲示がしやすく、岐阜市らしさが感じられるステッカーを独自に製作するとともに、 

広報ぎふ(7/15号)等を活用して、市民の皆様にご協力を広く呼び掛けていく 

・「子ども見守り隊（2,397名登録）」や「ながら見守り活動」も合わせ、 

子どもたちを見守る目を増やしていくことによって「地域の防犯力」を高め、 

「オール岐阜」で子どもたちの安全を守っていきたい 

 

 

 

 

 

 

 

ステッカーの特長 
・県内の子どもたちに認知されている統一ロゴ 
・貼る場所を選ばず、視認性も確保した適度なサイズ 
（170角と 100角の 2種類を製作予定） 

・温かみと視認性を両立した鮮やかな色使い 
・岐阜市らしさと、避難場所としての安心感を 
イメージした岐阜城のシルエット 

登録状況（R元年 6月） 

2,797件 

[近年の推移] 

 H28 2,879件 

 H29 2,837件 

H30 2,796件 
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